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昭和40年 3 月 ~5 日，マヴサージ療法を’乏けた所， 2 















国藤 三郎 • juJ合 寿－
症例46才，女子



























































































































て12ccを採取する． この間の倫液総量 560cc. 53時間
iをに \V川、引法に よ る交換紛J(ll を行なった．愉Jill後:2~
1時間l;kl.:J:1"7CCとなりp 72時間後にはほぼ正常となっ
fこ．











に於ける外来患者総数 11959名中 10.7%に当る. 1286 頼炎の80例に対しi統計的考察を行なった．上腕骨上瀬
名中入院患事は 246名である．外来のみで級った患者 圧痛点にプレドニン0.5mg～0.75略に等量の 1%プロカ
は1040名である．今回はこの1040名について述べる． インを混ぜ，週2回の割合にて局注を行ない有効例は
痔核は527名（50.8%）で過半数を占める．痔裂は229 80例中64例で80%に相当し，完全治癒例は 80例中46
名（22.0%），痔療は85名（8.2'!;I, JlI門周囲膿療は66 例， 65%に見られた．
名 （6.30,o I, JlI門蜜痔症は64名（6.2%），紅門乳頭炎 尚p 発病より治療関始迄の期間が短かければ短かい
並に小禽炎は21名 ＜2.0,c,J, JI門ポリーブは14名（1.3 ほど成績が良いと云う結果を得た．
%），脱紅は13名 （1.200!1JlI門狭穿は13名 (1.2%), tし再発例は80例中19例に見られF プレドニン局注
官1骨痛t;!:, 4名 W.4%），鎖紅は 3名<0.30占J, ！工門異 により増悪例3例措：有った点は興味深い．
物は 1名（O.l劣）であった．これらについて詳述した．
